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Cのポインタの復習

int *p; /* intへのポインタ型の変数 pを定義する */

Cの式で *pは pの指す実体を表すことから類推して、次のよう
に考えるとわかりやすい。

pの実体をとると intになる。

p

int *型

// 整数値

int型
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Cのポインタの復習（つづき）

int **q;

/* intへのポインタへのポインタ型の変数 qを定義する*/

同じように、こう考えると良い。
pの実体をとって、さらに実体をとると、intになる。

q

int **型

//

int *型

// 整数値

int型
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Cのポインタの復習（つづきのつづき）

int ***r;

/* intへのポインタへのポインタへのポインタ型の変数 rを
定義する */

これも同様。
pの実体をとって、さらに実体をとって、さらに実体を
とると、intになる。

r

int ***型

//

int **型

//

int *型

// 整数値

int型
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Cのポインタの復習（補足）
ポインタ型の変数を定義しただけでは、実体は作られないことに
十分に注意すること。

int *p; /*初期化なし */

これだけでは、pにはゴミが入っていて、あらぬところを指すこ
とになる。

p

int *型

// ?

5 / 9



const型修飾子
変数定義で constをつけると、「値の変更不可」を意味する。変
更しようとすると、通常はコンパイルエラーが発生する。

int x = 3;

const int y = 3;

と定義した場合、
可 x = 5;

不可 y = 5;
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const型修飾子とポインタ
constとポインタの組み合わせでは、順序に注意。

int x = 3, y = 2;

int *p = &x;

const int *q = &x;

int *const r = &x;

const int *const s = &x;

と定義した場合、
可 p = &y;

可 *p = 5;

可 q = &y;

不可 *q = 5;

不可 r = &y;

可 *r = 5;

不可 q = &y;

不可 *q = 5;

7 / 9



const型修飾子とポインタ（つづき）

const int *q = &x; /*実体が変更不可 */

qの実体をとると、intであり変更不可。

int *const r = &x; /*それ自体が変更不可 */

rは変更不可で、実体をとると int。
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注意
constは、そのポインタを通して変更不可であることを要求する
だけなので、他で変更されることはある。

例

int x = 3;

const int *p = &x;

use(*p);

x = 5;

use(*p);
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